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不動産り災申告書記載要領


火災番号の欄は記入しないでください。
（１の欄）
「り災物件と申告者との関係」欄は、当てはまるものを○で囲んでください。
（２の欄）
１　「り災前の建物詳細」欄は、建物の構造、屋根材、外壁材、階数、建築面積、延べ面積を記入してください。
２　「建物の用途」欄は、住宅、店舗、倉庫、作業所、工場等のように使用されている用途を記入してください。
３　「世帯数」、「居住人員」欄は、建物内すべてに居住する世帯と人員を記入してください。
（３の欄）
　１　「建築又は購入年月」欄は、建物を建築又は購入した年月を記入してください。また、その年月について当てはまるものに○で囲んでください。
⑴　記録：帳簿や契約書などにより明らかな場合
⑵　記憶：申告者の記憶による場合
⑶　不明：わからない場合
２　「建築又は購入金額」欄は、建物を建築又は購入金額を記入してください。また、その金額について当てはまるものに○で囲んでください。区分については、上記記載の（３の欄）１⑴～⑶を参照してください。
（４の欄）
建物を取得してからり災するまでの間の、修繕、改築又は増築した時期、箇所、金額について記入してください。増築した場合には、面積を記入してください。
（５の欄）
１　「り災別」欄は、当てはまるものを○で囲んでください。
⑴　焼：火災の火炎、高熱によって焼けた、壊れた、煤けた、変質したもの
⑵　消：消火行為によって濡れた、壊れた、汚れたもの
⑶　爆：爆発現象の破壊作用によって発生した「焼」、「消」以外のもの
２　「り災物件名」欄は、建物、収容物以外の庭木、塀などがり災した場合に記入してください。
（６の欄）
　１　不動産の火災保険について記入してください。
２　火災保険の加入が数社ある場合は、すべて記入してください。
　３　保険金額は、契約会社別に万単位で記入してください。

備考
１　この申告書は、消防法第34条に基づいて提出を求めるものです。
２　この申告書は、り災した日から起算して７日以内に提出してください。
３　この申告書は、建物１棟につき１枚を使用してください。


